
教職員の端末は全て生徒と同じ 
Chromebook にしたい

生徒の端末購入負担を下げたい

教職員、生徒とも Chrombook を導入

生徒向け端末は価格を抑える一方、教
員向けには性能・機能性を重視した 
Chromebook を導入

コロナ禍の生徒の健康管理などで活用

校務や授業で、Chromebook が大活
躍

紙の資料配布をなくし、ペーパーレス
化を実現

対　策 効　果課　題

教職員と生徒の端末は Chromebook™ に統一。
授業はもちろん校務も Chromebook で完結す
る環境を目指して。

浜松聖星高等学校は、1956 年に浜松海の星高等学校として開校した静岡県西部唯
一のカトリック系ミッションスクールです。創立 61 年目の 2017 年に男女共学化
し、校名を浜松聖星高等学校に変えたのと同時に、ICT を活用した STEAM 教育の推
進を教育の柱としていく取り組みも始めました。

2018 年から一部の教職員向けに Chromebook の導入を始め、2020 年度の新入
生から一人 1 台の Chromebook を導入しています。 
Google Workspace for Education （以 下、 Google Workspace ）も 校 務 や 授 業
に積極活用しています。

（コロナウイルスの影響により、取材はオンラインで Google Meet™ を利用）

比較検討した中で、Chromebook を最適解とし
て導入決定

Case Study

学校法人浜松海の星学院
浜松聖星高等学校

創立 61 年目に転換期を迎えた浜松聖星高等学校。女子校から共学校になり、
校名を変更し、ICT教育を推進することとなりました。理事長からICT教育推進
の任を命ぜられた櫻井氏は、2018 年 4 月より情報収集を開始しました。

「理事長から、教職員向けと生徒向けの端末は同じものにしたいと言われてい
ました。しかし、生徒一人1台の、授業での利用に耐えられるスペックの 
Windows 端末を導入した場合、保護者の費用負担が大きいのが課題でした。

学校教育のICTに関する様々なセミナーに参加していく中で、Google との出会
いは衝撃的でした。Google Classroom でデータの共有が簡単にできるのがと
ても魅力でしたし、 Chromebook の価格帯もお手頃で最良の選択肢でした」（
櫻井氏）

「校内のICT教育研究会のメンバーとして、多くのセミナーや展示会に参加し
ました。iPad も選択肢の一つでしたが、授業で利用するためにはキーボードが
必須だと考えていたため、それが無いことが難点でした。 そこで Chromebook 
を試験導入したところ、起動時間が短く、Google Workspace との相性が良い
ことから導入を推進しました」（美和先生）

以前は、教職員向けに Windows 端末を支給しており、日々の校務や授業の教
材づくりに活用していました。2018 年 8 月より Google アカウントを教職員
に配布して Google Workspace の業務利用を開始し、 10月に Chromebook 

事務長 櫻井伸吾氏

学校法人浜松海の星学院
浜松聖星高等学校

静岡県浜松市中区蜆塚3丁目14−1

数学科教諭 鈴木瑶介先生

地理公民科教諭 美和裕子先生

本格的な Chromebook への移行。業務もそれに
あわせて変更



教育機関向け Google ソリューションについてはこちらをご覧ください

>>  https://www.dsk-cloud.com/solution/google-education
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※ 記載内容は取材日時現在のものであり、内容については現在の状況とは異なる場合があります。
※ Chromebook、Google Meet、Google スプレッドシート、Google Chat、Google ドキュメント、
    Google スライド、Google Earth、及び Google Jamboard は、Google LLC の商標です

先生方の変化をポジティブに捉える姿
勢がスムーズな導入を推進

同校の活用例はぜひ他の学校でも取り入れてほしいと、皆
さん口を揃えます。

「Chromebook の導入がスムーズに進んだのは、先生方が
『あんなこともできる、こんなこともできる』と積極的に
活用方法を考えて使ってくれたからです。やり方を変える
時、これまでできていたことができなくなることに目が行
きがちですが、どうすればできるか、何が新しくできるよ
うになったかを考えると推進できます」（櫻井氏）

今後は、Chromebook から Windows を仮想的に利用でき
る方法などを検証し、より便利に活用していきたいと櫻井
氏は展望を語りました。

東京都中央区八丁堀 2 丁目 20 番 8 号

ci-inquiry@densan-s.co.jp

生徒の健康管理や授業にフル活用
コロナ禍においては、 Google Workspace で教職員や
生徒の健康管理を行っています。

「コロナ陽性の場合は、保護者に専用の Googleフォーム 
から情報を登録してもらいます。データは 
Google スプレッドシート™ に蓄積され、養護教諭が管
理し、担任の先生に Google Chat™ などで連絡をしてい
ます。自宅待機の情報を時系列でまとめてくれているの
で、わかりやすいです」（櫻井氏）

「現在は健康管理のために、毎朝全生徒に検温と報告
をしてもらっています。毎朝 7 時に通知するようにス

クリプトを設定し、 
Google フォーム で登
録してもらいます。こ
の仕組みが好評で、今
年から勉強時間も記録
したいという要望があ
り、同じ仕組みで登録で
きるようにしました」
（鈴木先生）

授業や校務でも、
Google Classroom や Google Workspace の活用が定
着し、様々な形で活用しています。

「Google ドキュメント™ で作成したプリントを電子黒板
を活用して投影し、そこに書き込みながら授業を進めてい
ます。 Google スライド™ を共有することもありますし、
Google Earth™ を使って、世界の国を見ながら解説するこ
ともあります」（美和先生）

「Google Jamboard™ アプリで生徒に閲覧共有をすると、
生徒は板書をノートに書き写す必要がないので、話を聞く
ことに集中できます。Jamboard アプリの内容は後から見
返せるので、復習にも役立っています」（鈴木先生）

校務や会議でも活用が定着し、業務の効率化、ペーパーレ
ス化が進んでいます。

「行事の実施要項を作成したあと、教員同士で添削するこ
とがあります。これまでは、印刷して赤字を入れていまし
たが、提案モードで修正すれば、作成者は承認するだけで
反映できるので効率化しました。会議は端末持参で参加す
るので、情報の共有も簡単ですし、プリントやファイリン
グの手間も削減できました」（櫻井氏）

を支給しました。一部のソフトウェアは Windows に限
定されていたため、共用の Windows 端末を用意して対
応できるようにしました。

「まずは先生たちに慣れてもらってから、ICT教育を進め
るという計画でした。Windows 端末を使っていた時は、
常勤 35 名にのみ支給していましたが、現在では非常勤
の先生、事務担当者も含めた約 60 名に Chromebook を
配布して活用してもらっています」（櫻井氏）

「ICT教育研究会として、導入時には教員向けの研修会を
開催しました。私たちが Google で受けた研修をもとに
プログラムを考え、活用方法を理解してもらいました」
（美和先生）

2019 年 4 月からは新入生一人 1 台体制を開始し、
2022 年現在では全学年が Chromebook を使って授業を
受けています。

「端末は電算システムに納入をお願いしています。電
算システムは、学校導入はもちろん企業の導入実績が
豊富で、校務利用においてアドバイスを貰えそうだと
思って選定しました。入試の関係で入学者数の確定が 
3 月中旬になりますが、必ず入学式までには台数を揃
えて納品されるので信頼しています。教員用の端末は
すでに 2 回機種変
更しました。想定
以上に教員の利用
頻度が高く、教具
の一つとして常に
持ち歩いているの
で、ディスプレイ
サイズ、頑丈さ、
スペック、タッチ
ペン対応などを条
件に選定していま
す」（櫻井氏）


